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ジ変形の始まる時期も早くなり,量的にも大きくなる.　　のパルジ変形の解析が可能であることが判明した,

4. #　　　　　7

本研究では, UBETの手法を応用し,新たに開発した

半径方向不均一変形を表すことのできる要素を導入して,

円柱ビレットのすえ込み加工のパルジ変形の解析を行っ

た･その結果,アスペクト比が小さい場合には単純なパ

ルジ変形を,またアスペクト比が大きい場合にはダブル

パルジ変形をする傾向が見られた.これらの結果は定性

的に実測値とよく一致し,本解析を用いてすえ込み加工

(1980年9月5日受理)
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